
イオ ン推進機関 .

庄 司 義則
本装置 は、陽イオ ンの吸入噴射 によ り推進力 を得 ると共 に、

イオ ン推進機関の下部 に発生 した正の電荷 を持つ場 と、上部 に

発生 した負 の電荷 を持つ場 を磁場 によ り保持 し、イオン推進機

関 を正 に帯電 させ ることによ り,電荷 を持つ空間 とイオ ン推進
機関 との間 に電気的な引き合 う力 と反発力 を発生 させ、 よ り大

きな推進力 を得 ることを可能 に したイオ ン推進機関であ る。

以下、本装置 を図面 に基 づぃて説明す る。

第 1図 は、本装置 の基本的構成 を示 した図であ り、イオ ン推
進機関の断面 図 となっている。 (1)は 陽イオ ン加速器 であ り、
全体 は、陽 イオン加速器 (■ )を 中心 と した回転体 になって い
る。 (3a)は 、陽 イオ ン加速器 (1)の 陽イオ ン吸入 口であ
り、 (3b)は 陽イオ ン噴射 口である。 (以 下吸入極、噴射極
と呼ぶ) (2)は 機体であ り、正 に帯電 して いる。 (4)は
コイルであ り陽イオ ン加速器 (1)を 中心 とした磁場 を発生 さ
せ る。

第 2図 は本装置 の作動状態 を示 した図である。宇宙空間では、
気体原子 な どが電子 と原子核 (陽 イオ ン)に 分離 した状態 ,プ
ラズマ と して存在 してお り、 このような環境 のもとでの本装置

の作動状態 を説明す る。

コイル (4)に は直流電流 が流れ、 これによって発生す る磁
場 は、陽 イオ ン加速器 (1)の 噴射極 (3b),吸 入極 (3a)
を磁極 として発生す る。 (Bは磁力線 を示 している。) この
状態で陽イオ ン加速器 (1)を 作動 させれば、陽イオンは陽 イ
オ ン加速器 (■ )の 吸入極 (3a)に 吸入 され、噴射極 (3b)
よ り噴射 され る。 この状態 が続 けばイオ ン推進機関の噴射極

(3b)の 下部 には、陽イオンが集中 し正 の電荷 を持つ空間 が
発生す る。 これ とは逆 に、吸入極 (3a)の 上部 には電子 が集
中 し正の電荷 を持つ空間 が発生す る。 この正 と負の電荷 を持 つ

空間は、機体 の周 囲に発生 している磁場 (B)に よ り保持 され
る。

機体 は正 に帯電 しているので、噴射極 (3b)の 下部 に発生 し
た正 の電荷 を持つ空間 と電気的 に反発 し、 クーロンの法則 によ
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る推進力 を発生す る。

吸入極 (3a)の 上部 に集 中 している電子 と。噴射極 (3b)
の下部の陽イオンは、互 いに引き合い電気的 に平衡 になろうと

す るが、機体の周 囲に発生 している磁場 (B)と 、電子 と陽イ
オ ンの質量 の違 いによ り、電子 がイオ ン推進機関の周 囲 を通 っ

て下部 に廻 り込む形 にな り、陽イオンはあま り移動 しない。 ま

た吸入極 (3a)の 上部の上部 の負の電荷 を持つ空間 と、機体
に発生 している正の電場は互 いに引き合 い多少ではあるが推進

力 を生む。

第 3図 は、本装置 の一実施例 を示 した図である。吸入極 (3
a)の 部分 に、 レーザ ー、電子銃、高周波電磁場、高圧電場 な
どによるプラズマ発生器 (■ 0)を 設置 している。 (■ ■)は
吸入極 (3a)に 、陽イオ ンを誘導す ることを目的 と して設置
された電極である。 (■ 3)は 下部の正 の電荷 を持つ空間 と反
発 させ ることを目的 として設置 された電極である。 (■ 1)と
(13)は 、電源 (8)に よ り高電圧 が印加 され、負 と正 の電
場 を発生す る。

陽イオン加速器 (■ )は 、負の電場 によ り陽イオンを加速す る
方式 を採用 している。 (15)は 姿勢制御用の電極であ り、機
体 か ら出 し入れす ることで、姿勢制御 を行 ない、着陸用 の脚 を

兼用 している。 (■ )と (■ 5)は 、電源 (8)に よ り高電圧
が印加 され、負 と正 の電場 を発生す る。 (4)は コイルで機
体 を包む磁場 を発生 させ る。 (■ 2)は 強磁性体 の筒であ り、
磁場 を陽イオン加速器 (1)の 極 に集 めている。 (9)は 隔壁
で、電場 を伝 えに くい物質 で出来ている。 (20)は 室内のス
ペ ースである。

本装置は、陽イオ ン加速器 (■ )に よる陽イオ ンの噴射 によ
る推進力 に加 えて、 イオン推進機関下部 に発生す る正 の電荷 を

持つ空間 と、機体 (2)を 正 に帯電 させ ることによる電気的な
反発力、イオ ン推進機関上部 に発生す る負の電荷 を持つ空間 と、

機体 (2)の 電気的な引き合 う力 によ り、大 きな推進力 を得 る
ことを可能 に している。またイオ ン推進機関の上部 の電子 も、

イオ ン推進機関の周 囲 を迂 回 して 自ら後方 に移動す るため、空

間 による抵抗 をほ とん ど受 けること無 く移動す ることが可能で
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あ るな どの、非常 に優れた特長 を持つイオ ン推進機関である。

本装置のイオン推進機関の推進力は、陽イオ ン加速器 (■ )

の能 力 と,機体 に発生す る電場 の強 さに比例す る。また、正 の
電場 を発生 させ る部分 (2)を おお う形で発生 している磁場
(B)を 強 くすれば、イオ ン推進機関の下部 に集 まっている陽
イオ ンは、電子 が廻 り込み に くくな り大 きな電荷 を持つ ように

な り、イオ ン推進機関 との反発力が高 くな り,大 きな推進力 を
生 む。 このように本装置 のイオン推進機関の推進力は、磁場
と電場 を強 くす ることによ り,容易 にコン トロールす ることが
可能で、かつ非常 に大 き くす ることが出来 る。

推進力 を生 んでいる機体 (2)の 帯電は、正 か ら負 に比較的
短 い時間で変えることが可能であ り、 この場合推進力は瞬時 に

逆 向きにな り、強力なプ レーキとす ることが出来 る。

(■ )は ,陽イオ ン加速器 。
(2)は 、機体の帯電す る部分 .
(3a)は 、吸入極 。 (3b)は 、噴射極 .

(4)は 、 コイル .
(3)は 、高圧電源 。
(9)は 、隔壁 .
(■ 0)は 、プラズマ発生器
(■ ■)は 、陽イオ ンを誘導す るための電場 を発生す る電極 。
(■ 2)は ,磁性体 で出来た筒 。
(■ 3)は 、電場 を発生す る電極 .
(■ 5)は 、格納式 の脚 .
(20)は 、室内スペース .
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